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Morphological Study for the Osteocytes in Podoplanin-Conditional Knockout Mice 

（ポドプラニンコンディショナルノックアウトマウスにおける骨細胞の形態学的研究） 
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我々は、ポドプラニン exon3を Dmp1-driven Cre で欠失させたポドプラニンコンデ

ィショナルノックアウト(PdcKO)マウス（Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δ）を作製し、ポドプラ

ニン欠損マウス骨細胞の細胞突起伸長について in vitro および in vivo で検討し

た。ポドプラニンの発現は象牙芽細胞で認められるが、Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスの

象牙芽細胞では認められなかった。このことは、Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスの Dmp1

発現細胞における PdcKOが成功したことを示している。野生型マウスと

Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスの成長に差はなく、また、野生型マウスと Dmp1-Cre;Pdpn

Δ/Δマウスの頭蓋冠由来培養骨芽細胞における石灰化およびアルカリホスファター

ゼ活性にも差は認めなかった。このことから、PdcKOは骨の生成に影響を与えない

ことが示唆された。細胞突起の伸長は、Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスの培養骨芽細胞で

は、野生型マウスと比較して抑制されていた。電子顕微鏡観察では、Dmp1-Cre;Pdpn

Δ/Δマウスと野生型マウスでは、骨基質形成や骨細胞の分布に形態学的な差は認め



 

 

 

 

なかったが、Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスでは、細胞突起の形成は希薄であり、隣接細

胞とのネットワークは野生型マウスよりも不十分であった。定量的解析では、

Dmp1-Cre;PdpnΔ/Δマウスでは、細胞突起の数と太さが野生型マウスと比較して有意

に少なく、細かった。このことは、ポドプラニンが細胞突起伸長による骨細胞ネッ

トワークの形成に関与していることを示唆している。 

 

 

 

 


